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増補新訂 医療機関における         産業保健活動ハンドブック

　大学病院の実態を生 し々

く描いた山崎豊子の小説

「白い巨塔」が1966年に

映画化され、大学の医療現

場は医学会の腐敗の象徴として描かれていた。当時は

医師の長時間労働や無給助手は当然のことであり

「封建的」な体制の中、ストレスは自分自身で対処す

べきという風潮があった。

　1972年、労働基準法から労働安全衛生法が分離

し、一般企業の産業保健活動の充実が求められた

が、大学病院等の医療現場は産業保健活動から取り

残されたままだった。

　2005年６月に過重労働を強いられ急性心筋梗塞で

死亡した研修医の労働者性が認定され、一方では国立

大学独法化により産業医活動を導入する医療機関が増

えた。医療の質を高めるためには、医療従事者の健康

保持・増進が必須であることが広く認識されるようにな

り、この重要性を察知した和田耕治氏は同年に「医療

機関での産業保健の手引き」を発刊した。同時に医師

会や日本産業衛生学会にて研究会を立ち上げ、2013

年、本書の初版が発刊され多くの医療機関の産業保

健活動導入に貢献している。

　本書（改訂版）は、産業保健活動に取り組むための

工夫が簡潔に示されているため、多くの産業保健ス

タッフ、特に嘱託産業医の方々に推薦したい。
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　健康経営、働き方改革、

ポジティブメンタルヘルスな

どの推進に欠かせない概念

で、近年、健康でいきいきと

働くための考え方として注目を集める、ワーク・エンゲイ

ジメント（以下「WE」という。）。

　本書は、日本国内におけるWEの第１人者である島

津明人氏の編集のもと、様々な分野の研究者や実務者

達により執筆されており、WEに関する取組を進める上

で必要な要素が全て詰まったこれまでにない画期的な

書籍となっている。

　本書の特徴として、以下が挙げられる。

　①Q＆A方式かつ平易な表現での記述が、とにかく

読みやすい、②WEとの関連領域が網羅的に包含され
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ている、③豊富な引用論文（科学的な根拠の紹介）が

掲載されている、④テーマ毎にまとめられており、目的

別に読み進めることができる、⑤読み手を選ばない

（労働者本人、人事・総務担当者、産業保健スタッフ、

から経営者まで、どの立場の人が読んでも役に立つ）

　これらの特徴から、専門書的な側面も持ちつつ、入門

書としても利用が可能で、今後WEに関わる全ての人のバ

イブルになることは間違いない。

　まだご覧になられていない方には１日も早く目を通し

て、職場と個人におけるWEの向上に役立てていただ

きたい。
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